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本書は、長野県下伊那郡高森町における各種開発事業に伴う平成26年度町内遺跡発掘調査報告書1 

である。

調査は、国庫補助事業として高森町(高森町教育委員会事務局文化財保護係)が実施した。

調査遺跡(遺跡記号)は、下平遺跡 (SMD)・角田原遺跡 (TUB)・問屋林遺跡 (TOB)・

田沢遺跡 (TZW)・塚田遺跡 (TKD)・神田裏遺跡 (KUB)の6遺跡6地点である。

2 

3 

調査実施にあたり基準点測量を情)M2クリエーションに委託した。4 

本調査に係る調査組織は次のとおりである。5 

光沢郁夫長育教

憲本島長局務事

f散

高島佳奈

小池義人・酒井好訓・菅野賢治・寺揮

岩崎文化財保護係長

文化財保護係

誠・樋本宣子・松下梅治発掘作業員

サク大木島敦子・上沼八重子@平整理作業員

本調査に係る発掘作業、整理作業については、次の諸氏の指導・助言・協力をいただ、いた。

芦部公一、市津英利、小林正春、松島高根、綿田弘実

6 

本書に掲載した平成26年度調査遺跡地図は国土地理院1:50000地形図「飯田Jを、各調査遺跡位

置図は高森町都市基本計画図1: 2500を1:5000に縮小して使用している。

7 

本報告書では以下の遺構略記号を使用した。

土坑-SK、古墳-SM、溝跡(周溝)-SD、集石(火葬墓)ーSS

8 

本報告書に係る資料は、高森町教育委員会が管理し、高森町歴史民俗資料館に保管してある。9 
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図「 平成26年度調査遺跡位置図(1 : 50,000)
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( 1 )調査の観重要

1 調査地

2 調査 期 間

3 調査の目的

4 調査の要因

5 開発面積

6 調査担当者

7 調査面積

8 検出遺構

9 出土遺物

(2)遺跡の環境

1 下平達豊勝

高森町山吹1432-1 

平成26年 5月20日

'""'6月11日

試掘調査

地域集会施設計画

277m 

岩崎徹

76凶

土坑5、円減古墳 l、火葬墓 l

土器片(縄文・弥生)

石器(打製石斧・横刃型石器等)

管玉、須恵器、土師器、灰紬陶器

図2 下平遺跡調査位置図

高森町山吹下平地区の標高約450m、天竜川氾濫原と中位段丘に挟まれた、南北650m、東西300m

に広がる新規段丘面に広がる遺跡である。遺跡の時代は縄文中期から奈良平安の遺跡とされており、

過去の調査記録はなく性格等は明らかではない。

(3)調査の経過

平成26年 2月28日付け、高森町長 熊谷元尋より土木工事のための埋蔵文化財発掘の通知書が提出

された。開発内容は、地域集会施設建設計画であり、計画箇所が下平遺跡にかかることから、計画段

階で遺構・遺物の存在の確認を行うため、工事に先立ち試掘調査を実施し、試掘結果に基づいて改め

て協議を行うこととした。

平成26年 5月初日より試掘調査を開始した。調査は建物の長辺部分となる東西へトレンチ(トレン

チ 1)を設定、重機による表土の掘削後、作業員による遺構検出作業を実施した。この結果、調査区

東端にて黒色土の落ち込みを確認し、さらに集石も確認されたため、県考古学会副会長の小林正春氏

の指導をいただき、 トレンチ東端を南北に拡張し(トレンチ 2)、調査を進めた。その結果、円減古

墳 1基(新発見)とその周溝、火葬墓跡等が検出され、縄文から平安までの土器片、陶器片、打製石

斧等の石器が出土した。遺構の掘下げ及び遺構実測、写真撮影等の記録作業を実施し、調査地点の測

量は惰)M2クリエーションに委託実施した。 6月8日に現地説明会を実施、地元住民78名が参加した。

6月11日に現場を埋戻し、現地における作業を同日終了した。

(4)調査の所見

今回の試掘調査では、 トレンチ2において古墳時代後期と思われる円墳 1基(下平 1号古墳)とそ

の周溝、また古墳の敷地を利用した火葬墓を検出した。トレンチ 1においては縄文時代とおもわれる

用途不明の土坑5基を検出したのみで、具体的な遺構は確認できなかった。
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トレンチ 2はほぼ全体に古墳の周溝と思われる溝状の黒色土の落ち込みがあり、溝の形状から直径

20m程の円墳と予想される。また東端の溝内で検出された弧を描く人頭大の列石は、古墳の葺石の裾

である可能性が高く、高森町史に記されているとおり当該地域に[古墳3基くらいか」という、伝承

による古墳の存在が明らかにされた成果を得られた。さらに、葺石の南側に隣接している醸の集積部

については、その一部が火熱により風化していること、また磯群上部から灰紬陶器の浄瓶の破片が4

片出土しており、この磯群は古墳の敷地を利用した平安時代の火葬墓と判断される。

今回の調査が、当遺跡においての初めての調査であったが、古墳・火葬墓の検出、浄瓶の出土など

大きな成果を得られた。古墳主体部は用地外に隣接する町道とその東側の畑にあると予想され、その

ことも含め周辺の今後の開発には十分注意する必要がある。

園3 下平遺跡トレンチ配置図 (1: 1000) 
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A-A' 断面

1周 10V R7/6 :明黄縄 .表土.持ち込まれた山砂、花筒岩と思しき自楳 10-15崎、しまり無.

3.11:10VR6/1:縄灰 水田由来の泥層、シ'"...，糧粧砂、細健わずか.しまり有.粘性有り.

4層 :5VR5/6:明言辞禍 ・水団由来の蝕分周、部分的に上下の層と湿ざり薄い.

5層:7. 5V R5/4 にぷい禍 .'水田底 シ}"...，組組砂にわずかに自穫が混ざる.

6層 :7.5VR5/3 にぶい縄 5膚と似るが砂利や小宥が顕著に還ざる.氷国造成時の地象層か.

11膚 10VR3/3 :暗褐 ・しまりややあり、シルト・細粒砂に少畳の礎が混在する固

12層 7.5YR3/1 揖褐 シルトと砂が書〈粧が荒い.Lまり弱.

13層:7.5Y R4/:褐 ・周溝上にある赤い砂層、しまり弱.

14眉 :7.5VR4/3:褐 : 15膚と類似砂・シルト.しまり弱.

1511: 7.5VR3/2 鳳褐 .まだらに明るい砂が混ざっている、土師程色が遭い.

16層 7.5v R6/4 にぷい檀 自様 10軸程混ざる.地山の砂と混ざっており明確な境界が無い.

17層 7.5V R5/6:明禍 :地山、白色の小礁が 10軸寝混ざる、しまり有.

B-B' 断面

I眉ー 10vR7/6 明黄禍

3眉 10VR6/1 :補灰

表土、持ち込まれた山砂、自慢 10-15軸、しまり錦、粘性鱒L.

水田由来の泥層、シルト・粗粒砂、細礎わずか、しまり有.

4層:5Y R4/6 赤禍 :水田の底に伴う鉄分周.

5屠 5Y R6/4・にぷい纏 ，水田摩地業層部分、シ，，，....細粒砂にわずかに白慨が混ざる

7屠:7.5vR5/3:にぷい褐 :柔らをい包倉層L 綱推殻.鍋鶴3軸a

10.11・ 7.5VR4/2:暗褐

11・:7.5vR3/1:黒褐

13膚・ 7守 5YR4/3・褐

15層:10V R2/1 :属

まだら状に色の;aい部分がある.盲墳の石の簡を遭うように存在しており、

石の下まで続いている様子.

包含層、炭の繍片あり、しまりやや有.

地山に似た砂を幸〈含む.しまりやや萄.

e粘性あり、しまりあり、周渚に流れ込んだ包宮層か.

17層 10V R5/4:にぶい貧縄 地山、花筒岩由来の様多数、粘性有、しまり有.

c-c'断面

_， 

1.11 (表土): 10γR7/6 明黄禍 持ち込まれた山砂、花岡岩と思しき白磁 10-15崎、しまり無.

2層・ 10YR3/3・暴禍

3層・ 10VR5/1 :褐灰

4層 5V R4/6:赤禍

511: 7.5vR4/3:褐

7・:7.5V R3/2:黒褐

8.11 : 7.5 V R4/4 :褐

B周:7， 5V R3!2目罵褐

11層:7，5VR2/2: 11褐

13眉 10V R4/4・禍

15周 10VR2/2 黒褐

17眉 75V R6/6 纏

I膚と類似.花儲岩と思しき自健 10四 15崎、しまり無.

回泥局、組組砂、粘性有、しまりあり.

:水闘の底に伴う鉄分層、部分的に薄〈なる.

水園の地集層、自小樽‘小右目立つ.

:包含層、若干明るい土がまだらに混ざる、自小穣3%.

細粒砂でまだらに遣い色がまざる.

色7層と頚似しているが、まざりはな〈均ーで細粒.

:砂賀楳 "1、右はほとんどないが、岩がい〈っか濯ざる.

東に行<Iまど色が渇くなる.

周到庫肉部にある地山と似た砂賓.しまりやや覇E

砂貨でやわらか、粘性有、しまり有.

地山、白色の小型車が 10軸種;11ざる、しまり有、粘性有.

A 
450，30 

チ↑一一一

A 

SK05 

D-D' 断面

11園 10v R7/6 明黄禍ー表土、持ち込まれた山砂.花岡岩と思しき自慢 10-15%、しまり無.

3層:10V R5/1・褐灰 田泥層.細粒砂、粘性有、しまり有。

4掴 5VR4/6 赤縄 水回の底に伴う鉄分層、部分的に薄〈なる.

5層:7.5VR4/3:褐 ・水田の地集層、白'1、健、小右目立つ.

8燭 7. 5V R4/3・褐 .組粒砂でまだらに;aい色がまざる.

11.11: 7， 5v R3/2・黒禍 包倉層.若干明るい土がまだらに混ざる.自小.3崎a

17層 7. 5V R6/6 橿 .地山、シJレト.組組砂、白色の小様が 10軸程混ざる、 L曹り有‘粘性有.

図4 下平遺跡調査全体図及び土層断面図 (1:80) 
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調査区全景(西側から)

検出作業(トレンチ1)
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検出作業(トレンチ2)



検出状況(トレンチ2)

検出状況(トレンチ2)

童画

出土遺物

(浄瓶/灰粕陶器)



つのだっぱらいせき

2 角田原遺跡

( 1 )調査の概要

1 調査地 高森町下市田2612-1 

2 調査期間 平成26年6月23日

"-'6月24日

3 調査の目的 試掘調査

4 調査の要因 個人住宅

5 開発 面 積 132ni 

6 調査担当者 高 島 佳 奈

7 調査面積 9.53ni 

8 検出遺構 なし

9 出土遺物 なし

(2)遺跡の環境
図8 角田原遺跡調査位置図

高森町下市田地区、標高5印mに位置し、南北6∞m、東西250mの範囲を遺跡とする。遺跡の時代

は縄文、弥生、奈良平安、中世に属するとされ、特に縄文・弥生の遺跡として知られていた場所であ

るが、昭和36年梅雨前線豪雨による災害復旧地の土採場となり、遺跡の大半は破壊されている。

昭和47年度に長野県農業試験場下伊那分場の建設用地となり、用地内に残されている遺跡について

緊急発掘調査が行われた際には、縄文中期住居社5軒、縄文時代後期住居祉1軒、弥生時代後期住居

桂 1軒、弥生時代後期方形溝墓2基、土坑:45基、ロームマウンド 7基が検出された。

平成6"-'7年には、県営広域農道建設に伴う緊急発掘調査が行われ、縄文時代(中期)住居跡3-

4軒、縄文時代中期土墳475基、弥生時代(後期)住居跡 1軒、ロームマウンド10、中世以降柱穴群

6以上、時期不詳の溝祉8以上が検出された。

(3)調査の経過

平成26年6月10日付け、高森町牛牧77-1 アップルハイム輝加藤祐三加藤美志保から土

木工事のための埋蔵文化財発掘の届出書が提出された。開発内容は、個人住宅の建設であり、深度約

1mの表層改良を行うことから、関係する遺構・遺物の破壊が予想されるため、工事に先立ち試掘調

査を実施し、試掘結果に基づいて改めて協議を行うこととなった。

平成26年6月23日より試掘調査を開始した。調査は住宅建設箇所に北東から南西へトレンチを設定

し、重機による表土の掘削後、作業員による遺構検出作業を実施したが、遺物・遺構ともに検出され

なかった。

調査地点の測量は、断面図を任意の基準点を使用して作成し、平面図を傍)M2クリエーションに委

託実施した。現地における作業を 6月24日に終了し、工事着手となった。

(4)調査の所見

今回の試掘調査では、地山までの深度は 5cmから20cm程度と浅く、表土のすぐ下に地山がある状態

であった。昭和36年梅雨前線豪雨による災害復旧地の土取場となり、その際に遺構面・包含層ともに

削平されていると推測される。
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図9 角田原遺跡トレンチ配置図 (1:500)
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図10 角田原遺跡調査全体図 (1 : 80)及び土層断面図 (1 : 40) 
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といやばやしいせき

3 関崖林護霊麟

( 1 )調査の観要

1 調査地 高森町上市田564-2 

2 調査 期間 平成26年7月8日

3 調査の目的 試掘調査

4 調査の要因 個人住宅

5 開発面 積 56m 

6 調査担当者 高島佳奈

7 調査面積 3.6m 

8 検出遺 構 なし

9 出土遺 物 なし

(2)遺跡の環境
図11 問屋林遺跡調査位置図

高森町上市田地区の県道飯島飯田線から広域農道を挟み東へ広がり、南北200m東西500mの範囲

を遺跡の範囲とする。遺跡の時代は縄文中期から中世までの遺跡である。 1996年の調査では北側台地

上で弥生時代後期の住居跡が2軒発見され、北側台地下の低地では中世陶器が出土している。

(3)調査の経過

平成26年6月27日付け、高森町上市田564-2 遠山 良浩より土木工事のための埋蔵文化財発掘

の届出書が提出された。開発内容は、個人住宅であり、深度約90cmの表層改良を伴うことから、関係

する遺構・遺物の破壊が予想されるため、工事に先立ち試掘調査を実施し、試掘結果に基づいて改め

て協議を行うこととした。

平成26年7月8日より試掘調査を開始した。調査は住宅建設箇所に南西から北東へトレンチを設定

し、重機による表土の掘削後、作業員による遺構検出作業を実施した。この結果、遺物@遺構ともに

検出されなかった。表層改良を行う深度90cmから遺跡の保護に必要な30cmまで同様の層が続いていた。

よって、これより下層に遺跡があったとしても、埋蔵文化財の保護に必要な深度は確保できており、

これ以上の掘削の必要は無いと判断した。断面図及び平面図を任意の基準点を使用して作成し、現地

における作業を同日終了した。

(4)調査の所晃

表土の段階で岩が混在していたが、30cmほど掘り下げたあたりから多くの磯(花闘岩)とともに川砂が

出始め、 1mほど掘り下げたが牒(花闘岩)と川砂の層が続いた。調査地点の傍には大島川が通っており

地形から氾濫原ではないかと推測される。
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図12問屋林遺跡トレンチ配置図(1 :200)

A’

A’
585.00

図13問屋林遺跡調査全体図及び土層断面図(1 :40)

写真　土層断面

1層‥10YR2/3:窯場:しまりやや有り　粘性なし(表土)

2層:10YR6/6:朗萬場:しまり弱　粘性なし。

川砂と重層に似た暗褐色土と勘こ混じる。

大轢(主に花詣岩)が6鞠を占め、花崗岩由来の細礫多量。
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たざわいせき

4 田沢遺跡

問、~~ // / 

( 1 )調査の概要

1 調査地 高森町山吹2397-1

2 調査期間 平成26年9月16日

3 調査の目的 試掘調査

4 調査の要因 個人住宅

5 開発面積 92ni 

6 調査担当者 高島佳奈

7 調査面積 11ni 

8 検出遺構 なし

9 出土遺物 なし

(2)遺跡の環境
図14 田沢遺跡調査位置図

届出箇所は、周知の埋蔵文化財包蔵地[田沢遺跡jに該当し標高約700m、東西500m、南北200m

の範囲を遺跡の範囲とする。遺跡時期及び性格は、縄文・弥生・平安とされているが、過去の調査履

歴は無く、詳しい性格等は明らかではない。

(3)調査の経過

平成26年9月1日付け、高森町山吹2397 小林興宣小林志保より土木工事のための埋蔵文化

財発掘の届出書が提出された。開発内容は、個人住宅の建設であり、深度約 1mの表層改良を伴うこ

とから、関係する遺構・遺物の破壊が予想されるため、工事に先立ち試掘調査を実施し、試掘結果に

基づいて改めて協議を行うこととした。

平成26年 9月16日より試掘調査を開始した。調査は表層改良予定地の等高線に沿う形で、北西から

南東に向け一本のトレンチを設定し、遺跡の状況を確認した。重機による表土の掘削後、作業員によ

る遺構検出作業を実施した。この結果、地山までの深度はごく浅く、遺構・遺物ともに検出されな

かった。断面図及びトレンチ図を任意の基準点を使用して作成し、現地における作業を同日終了、工

事着工となった。

(4)調査の所見

今回の試掘調査では、浅い場所では5cm程度から深い部分でも60cm程度で、表土(盛り土)のすぐ下

に地山がある状態であった。調査地点は傾斜地にあり、宅地造成を行った際に遺構面は削平されたも

のと推測される。
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図15田沢遺跡トレンチ配置図(1:200)

! l ������

青履　く表土) :10Y轍2/3:黒褐:しまりあり　粘性ややあり

礫置雲母多く混ざる.

2層:10YR5/8:薫褐　　　:しまりあり∴粘性あり.

小自轢　く花籠嵩由来) 3的。

図16田沢遺跡調査全体図及び土居断面図(1 :80)
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写真　土居断面
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っかだいせき

5 塚田遺跡

( 1 )調査の概要

l 調査地 高森町下市田677他

2 調査期間 平成26年11月7日

3 調査の目的 試掘調査

4 調査の要因 底舗建設

5 開発 面積 199m 

6 調査担当者 高島佳奈

7 調査面 積 15.54m 

8 検出遺構 なし

9 出土遺物 土器片、石器、陶器片

瓦片
J んどア、:qr気調官《ポ7屯

図17 塚田遺跡調査位置図

(2)遺跡の環境

高森町下市田地区の標高必Om、届出箇所は、南北700m、東西300mを遺跡の範囲とする。遺跡の

時代は縄文から中世とされているが、過去の発掘調査等の履歴はなく詳しい性格は明らかではない。

(3)調査の経過

平成26年10月15日付け、下伊那郡高森町下市田650番地 1 株式会社シロタ代表取締役酒井

毅 より土木工事のための埋蔵文化財発掘の届出書が提出された。開発内容は、宅地造成および庖舗

の建設である。当該地は「塚田遺跡jの範囲内であり、飯田市座光寺の恒川官街遺跡との関係性も予

想されるため、工事に先立ち試掘調査を実施し、試掘結果に基づいて改めて協議を行うこととした。

平成26年11月7日より試掘調査を開始した。調査は唐舗建設予定地に2箇所のトレンチを設定した

結果、調査区北東側のトレンチ 1は約130cmで地山に達し、遺物・遺構ともに発見されず、南東側の

トレンチ2では地山までの深度が80cmから120cmと傾斜しており、数点の遺物は見つかったが、遺構

は発見されなかった。

断面図を任意の基準点を使用して作成し、平面図を惰)M2クリエーションに委託実施した。現地に

おける作業を同日終了し工事着工となった。

(4)調査の所見

水田の事業層の下が地山という状態であるため、水田を造営する際に遺構面は削平されているものと

推測される。
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図18塚田遺跡調査会体図(1:1000) 
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水圏直の事菜園
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図19塚田遺跡調査全体図及び土層断面図(1:100) 

l口 f ぐ
図20塚田遺跡出土遺物(2トレw)

。
(1 : 3) 
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検出状況及び断面測量

(トレンチ1)

検出状況及び断面測量

(トレンチ2)

委託測量状況



( 1 )調査の概要

1 調査地

2 調査期間

3 調査の目的

4 調査の要因

5 開発面積

6 調査担当者

7 調査面積

8 検出 遺構

9 出土遺物

(2)遺跡の環境

6 神田裏遺跡

高森町山吹2954他

平成26年11月27日-28日

試掘調査

道路改良

150rri 

高島佳奈

22.41rri 

なし

なし

図21 神田裏遺跡調査位置図

高森町山吹越田地区の標高約615m、東西約3∞m、南北約450mに拡がる、南東向きに緩く傾斜す

る縄文時代の遺跡である。

昭和47年度に中央道による発掘調査が実施され、住居祉の検出はなかったものの、縄文時代早期押

型紋土器と石器、その頃のピット、集石が検出された。

(3)調査の経過

平成26年10月14日付け、長野県飯田建設事務所長 山岸勧 より土木工事のための埋蔵文化財発

掘の通知書が提出された。開発内容は、道路拡幅改良工事であり、その範囲が「神田裏遺跡Jの範囲

内であることから、関係する遺構・遺物の存在が予想されるため、工事に先立ち試掘調査を実施し、

試掘結果に基づいて改めて協議を行うこととした。

平成26年11月27日より試掘調査を開始した。拡幅部分に計7ヶ所グリッドを設定し、重機による表

土の掘削後、作業員による遺構検出作業を実施した。

北東側と南西側には2箇所づっグリッドを設定したが、北東側は水田造営によって既に撹乱を受け

ていた。南西側は耕土の下が直下でローム層となっており、どちらも耕作により遺構面は削平されて

いるものと推測される。中央部には3箇所のグリッドを設定、土層は確認できたが遺物・遺構ともに

検出されなかった。

調査地点の測量は、断面図を任意の基準点を使用して作成し、平面図を樹M2クリエーションに委

託実施した。現地における作業を11月28日に終了し、工事着工となった。

(4)調査の所見

事業層の下が地山という状態であるため、水田を造営する際に遺構面は削平されているものと推測さ

れる。
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図22神田裏遺跡トレンチ配置図(1:1000) 
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1周・ 10VR4/2 (表土1・灰貧褐.粘性あり、しまりあり.

2眉目 10VR4/2 :灰黄縄 .粘性多少、しまりあり.

3.11 : IOV R4/4 :褐 '粘性非常に強. Lまりあり.

4層 10V R4/4:褐 .枯性あり.しまりあり.

5居:5V R4/6 ・i1i褐 ・粘性あり、しまり強い.

底部に小鍵i昆ざる.

6 JI : 10V R5/4・にぷい賞禍 粘性なし、しまりな L.

1層:10V R4/2 (表土)目灰賞掲.粘性あり‘ Lまりあり。 1)置:10V R3/2 (表土]・黒褐:粘性あり、しまりあり。

2眉・ 7.5VR4/4:褐 粘性なL.しまりなし、粒の犬きい砂の層.

3眉・ 5vR4/4:にぶい赤禍 粘性無し、しまりなし黒い粘度の層を

い〈っかはさみ、 1cm足らずの砂層が

何+と積み重なる。)1fからの押し出しか.

4眉 7.5VR4/4:褐 粘性なし、しまりなし

砂の眉で下に行〈ほど粒が大きい.

下旬に至つては細穫となる.

5 .11 : 10 V R5/6 : j黄禍 !粘性弱い、しまり弱い

粘土と細かい砂が混ざる.

自層:10V R5/4 :にぷい貧縄 粘性なL.しまりなし、砂.⑧眉と類似.

7.11・ 10VR5/4 にぶい賞褐 ・粘性なし、しまりなL.砂.

⑤層とよ〈似ているが粒が非常に小さい，

8層:10V R4/3 にぷい賞褐 .粘性あり、しまりあり、砂と粘土に石がi昆ざる.

2眉:10V R4/4:縄

3層 10V R6/6・明貧褐

.粘性あり.しまりあり、砂混じりの粘土。

.しまり弱い、粘性強い.

キメ細かい混じりのない粘土.

4扇:5v R4/4 にぶい赤掲 :粕性弱い、しまり強い.

砂多少混ざり花筒岩の小磯少々混ざる.

5膚 10VR5/4・にぷい黄梅 田しまりなし、粘性なし.

小梅含む川の砂。 花働岩の巨軍事選ざる.水害跡か。

7屠:10V R4/4 褐 ー粘性なL、しまり弱い. 6珊:10VR5/4: 1こぶい黄禍 ・粘性あり.しまりあり、砂まじりの薄い層.

部分的に鉄分由来の赤い土が混ざる. 7層 5Y R4/4 にぶい赤禍 :粘性あり、しまりあり.赤い粘土.

8層ー 10VR4/3:にぶい貧禍 :粘性非常に強い、しまりあり. 自層・ 5VR4/3 ・にぶい赤褐 ー粘性あり、しまりあり、制の鍋った粘主.

9周 10VR4/4 褐 粘性非常に強L'.しまりあり. 9居 5VR4/2・灰縄 :粘性強い、しまりあり、粘土。

10層:5VR3/2:暗赤梅

11層・ 5VR3/4:暗赤禍

粘性非常に強い. Lまりあり.

粘性強い、しまりあり、ローム。

9層 7.5vR4/4 褐 粘性強い、しまり強い、ローム.

10眉:10V R4/3 にぷい貧褐 粘性強い、しまりあり、砂 30怖〈らい混ざる。

グリッド 1
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)( 

1.11・ 10VR4/2 (表土):I束貧縄目粘T主あり、しまりあり.

2 JI : 10V R3/2・掃褐 :粘性あり、しまりあり，

1&ずんだ粘土質.

3層 10YR4/3 にぶい貧褐 ・粘性あり、しまりあり.

4眉 10V R4/4 褐 e 粘性あり、しまりあり.
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1 11 : 10V R2/2 (表土):1&褐.粘性あり、しまりあり=1トレンチの①.

2屠:10V R2/2・l1li褐 :給性強い‘しまりあり.

色は①と同じだが顕著な粘土.

3層:10Y R5/4:にぷい黄禍 :粘性あり、しまりあり.

雲母多.ローム=1トレン干の②眉

グリッド 2
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SP8 

1膚:10Y R4/2 (表土):灰貧褐粘性あり.しまりなL.

2屠 10V R3/4:暗褐 .粘性あり、しまりあり。粘土.

3層:10V R5/3 にぷい黄禍 :粘性なし、しまりなし.

川の砂.底部にかけてやや雰みがかる脆い砂の珊.

4層:7. 5YR4/6 :褐 粘性あり‘しまりあり、赤みの強い粘土層.

グリッド 7
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1層・ 10YR2/2 (表土);暴縄 :J餅土、粘性あり‘しまりあり.

2層:10v R5/3:にぶい黄禍 粘性あり‘しまりあり.3-10%砂混じる.

3層 5 Y R5/6・明赤褐 ω 粘性あり、しまりあり、粘性強い.

4層:10V R4/3 :にぷい黄褐 .しまりあり.粘性弱い.砂湿じるe

5層:10V R5/4・1:ぷい黄褐 a しまりなし、粘性なし、川砂I二似た薄い砂の漕.

6周:5 V R5/8 :明赤褐 粘性あり、しまりあり、真っ赤で薄い粘土.

7層・ 10YR5/4:にぷい黄禍 粘性弱い‘しまり弱い.

花筒岩の小石含む、砂書 (;'iざる。

図23神田裏遺跡調査全体図及び土層断面図(1:80) 
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作業風景

検出状況(グリッド3)

検出状況(グリッド4)
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高森町教育委員会

〒399-3103 長野県下伊那郡高森町下市田2183番地1 TE10265-35-9416 

2016年(平成28年) 3月

ふりがな 市町村コード 世界測地系 〆

所在地 ノノ北 緯 東経
調査期間

遺跡番号

高たか森もりま町ち山やまぶ吹き 20403 平成26年

1413-1ほか
350 34' 16" 1370 53' 30" 5月20日 ~

38 6月11日

高たか森もりま町ち下しも市いち田だ 20403 平成25年

2612-1 
350 33' 06" 13T 51' 57" 

6月11日84 

高たか森もりま町ち上かみ市いち田だ 20403 平成26年

564-2 
350 33' 26" 13T 51' 46" 

7月8日79 

高たか森もりま町ち山やまぶ吹き 20403 平成26年
350 31' 01" 1370 51' 54" 

9月16日2397-1 10 

高たか森もりま町ち下しも市いち田だ 20403 平成26年

677ほか
350 32' 24" 13T 52' 15" 

11月7日108 

高たか森もりま町ちゃ山まぷ吹き 20403 平成26年

2954ほか
350 34' 16" 13T 52' 42" 11月27日

14 "-'28日

種別 主な時代 主な遺構 主な遺物

縄文時代 古墳 1 縄文土器(中期)

古墳 ~ 火葬墓 1 弥生土器(後期)
土師器・須恵器

平安時代 土坑 5 灰紬陶器(浄瓶)

集落跡
縄文時代

なし なし
弥生時代

縄文時代
集落跡 ~ なし なし

中 世

縄文時代

散布地 ~ なし なし
中 世

縄文時代 縄文土器(中期)
散布地 ~ なし 弥生土器(後期)
古墳 中 世 石器

散布地 縄文時代 なし なし

28 

調査面積

(m) 
調査原因

地域集会
76 

施設

9 個人住宅

4 個人住宅

11 個人住宅

15 庖 舗

22 道路改良

特記事項

古墳新発見

(下平 1号古墳)
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